
 

令和２年度事業報告 

 
１．技術交流グループ研究会の開催状況                【参考資料１】 

研究会・講演会開催 ５回  
技術交流協力会が講師招聘した講演会 １回 （講師）１名 

 共催団体が講師招聘した講演会    ２回 （講師）５名 
その他  共催活動 ２回                  

        
２．産学連携・知的財産センターが実施する萌芽的研究助成制度への支援 【参考資料２】 
   ３件の萌芽的研究への助成 （うち１件を支援）      
 
３．産学連携・知的財産センター活動報告               【参考資料３】 

各種メディアによる広報活動（銀行関連の発行の冊子やビジネス系月刊誌など） 
共同・受託研究実績 210 件、138,845 千円（共同） 

129 件、209,090 千円（受託） 
産学連携実施状況 特許権実施等収入 18,673 千円 
         特許権保有件数のうち実施許諾中の特許件数の割合 24.6％ 
発明届出件数         ２３件                

   国内特許等出願件数      １５件   
   外国特許等出願件数      １８件  

知的財産評価専門委員会開催  ２５回 
センターセミナー        １回 
 
 
 

 
 
 
 
 

技術交流協力会 総会 

議題資料１ 

令和３年６月２８日 
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開催日 グループ名 出席者 交流会概要

1 7月13日 技術交流協力会総会 10名

１．総会(14:15～14:55)
１）平成31年度事業報告
２）平成31年度決算報告および監査報告
３）役員改選
４）令和2年度事業計画
５）令和２年度予算

令和2年度総会については、新型コロナウイルスの影響を鑑み、会員の皆さまには
ご参集いただかず開催した。

2 10月27日 海域環境保全グループ 10名

第3回の「アサリ浮遊幼生の分布調査」のため、香川県さぬき市志度湾地先海域で
現地見学会を開催した。
　瀬戸内海では、1980年代には有用二枚貝のアサリは豊富な漁獲量を誇ってい
た。しかし、近年の各種沿岸開発によるアサリ棲息地の喪失、流入負荷の増大によ
る生育環境の悪化、不十分な資源管理、ナルトビエイによる食害などにより、その
漁獲量は最盛期の約1/100にまで減少している。アサリは重要な水産資源であるだ
けでなく、水質浄化機能も持つため、全国的に資源回復のための技術開発が求め
られている。
　本見学会は、アサリ資源回復を目指すために、プランクトンネットによるアサリ浮
遊幼生の採取によって対象海域のどの部分でアサリ浮遊幼生が着生しやすいのか
を科学的に検討するために開催するものである。
　見学会は船舶を使用して実施した。当日は天候にも恵まれ、参加者は10名であっ
た。

3 11月27日 PM技術交流ｸﾞﾙｰﾌﾟ 30名

石塚　昭彦　氏(香川大学創造工学部　レジリエンス・デザイン領域　准教授)による
「デザイン経営を考える」と題した講演をZoomを使用した遠隔で開催した。
デザインを理解していても、なかなか実践できない。デザイン経営をすれば業績が
あがり、成功事例を作っていくことが大切である。
*技術交流協力会共催

4 12月10日 産業廃棄物リサイクル研究会 5名 内部打ち合わせ

5 2月19日 PM技術交流ｸﾞﾙｰﾌﾟ 32名

技術交流協力会共催でプロジェクトマネジメント学会四国支部・総会・年次大会
 Zoomを使用した遠隔で開催した。
國枝　孝之　氏（香川大学　創造工学部　レジリエンス・デザイン領域　講師）に「地域課
題解決とオープンイノベーション」と題してお話いただいた。オープンイノベーションと
は、自社だけでなく他社や大学、地方自治体、社会起業家など、異業種、異分野が持
つ技術やアイデア、サービス、ノウハウ、データ、知識などを組み合わせ、革新的なビジ
ネスモデル、研究成果、製品開発、サービス開発、組織改革、行政改革、地域活性化、
ソーシャルイノベーション等につなげるイノベーションの方法論である。

今回はオープンイノベーションの考え方を解説した。実際の事例として、氏が企業時
代から香川大学と香川県の自治体との産学官連携による地域課題解決（観光振興）に
向けて進めてきた「旅の思い出を記録する観光ガイドブック生成/印刷システム
「KadaPam/カダパン」を紹介し、オープンイノベーションの利点、また実際に展開する際
の難しい点に関しても考察していただいた。
会員発表１
「予兆把握で始めるリスク管理」と題し中積　航　氏（中央コンピューター株式会社）にお
話いただいた。プロジェクト運営におけるリスクの早期発見は、問題が大きくなる前の対
処を可能にし、炎上を未然に防ぐ重要な役割を果たす。社では、複数の不採算案件の
分析から得られた顕在化前のリスクを「予兆」と呼び、集中的に監視することで問題発
生を抑制する試みを始めており、ここに至ったいきさつや、予兆の重点監視項目につい
てお話しいただいた。
会員発表２
「QCTの向上を目指して」と題して三井　晋也　氏（株式会社 DynaxT）にお話いただい
た。プロジェクト成功のためには、要員の技術力が必要である。弊社では社員の能力向
上を目指し、月一で勉強会を行っている。そこで過去プロジェクトを振り返りながら反省
点を見つけたり、実施中のプロジェクトの課題を共有する取り組みを行っている。
　この取り組みにより得られた成果や、今後の課題をお話いただいた。
会員発表３
「IoT・AI・5G活用による地域の課題解決」と題し西山　賢　氏（株式会社 STNet）にお話
いただいた。企業や大学などと協力関係を築きながら、地域が抱える課題をITで解決す
る実証実験の取り組みをご紹介いただいた。
*技術交流協力会共催

6
バイオマテリアル工学研究会講習

会
6名

掛川　寿夫　氏（香川大学創造工学部　教授）
【主題】：科学的に検証された健康に関する製品開発コンセプト
【概要】：生体は、酸素を利用して呼吸することにより大量のエネルギーを生産する一
方、取り込んだ酸素による酸化反応により、様々な酸化的ストレス障害を与えられてい
る。特に、脂質は、酸素や活性酸素により酸化され、過酸化脂質や脂質アルデヒド（加
齢臭原因物質および遺伝子毒性物質）を生成する。これらの物質は、生活習慣病や癌
の発生及びエイジング現象に深く関与している。酸化ストレス障害から身を守り、健康
で美しく生きるためにはどうすれば良いのか？について考察する。本講座では、“科学
的に検証された健康に関する製品”の開発コンセプトを紹介していただいた。
*技術交流協力会が招聘

令和２年度　研究会総参加者数 93名

令和２年度　グループ活動開催状況

技術交流協力会 総会

(議１)参考資料１
令和３年６月２８日

2

3月6日



番
号

所
属

職
名

氏
名

課
題
名

研
究
期
間

共
同
研
究
機
関

技
術
交
流

協
力
会

1
創
造

工
学
部

教
授

吉
田
　
秀
典

廃
棄
魚
骨
由
来
の
吸
着
材
の
高
性
能

・
高
機
能
化
に
関
す
る
研
究

令
和
2
年
9
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
3
1
日

非
会
員
→
会
員

3
0
万
円

香
川
大
学

2
医
学
部

教
授

金
西
　
賢
治

香
川
県
東
讃
地
区
に
お
け
る
新
た
な
母

体
搬
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の
調
査

研
究

令
和
2
年
7
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
3
1
日

非
会
員
→
会
員

4
5
万
円

香
川
大
学

3
創
造

工
学
部

教
授

石
丸
　
伊
知
郎

赤
外
分
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
装
置
の
実
利
用

化
分
野
の
拡
大
と
連
携
先
探
索

令
和
2
年
9
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
3
1
日

非
会
員
→
会
員

3
5
万
円

令
和
2
年
度
　
萌
芽
的
研
究
助
成
金
一
覧

技術交流協力会 総会
(議1)参考資料2
令和3年６月２８日

3



別紙様式2

令和 3年 4月 1 5日

産学連 携 ・ 知 的 財 産 セ ン タ ー 長 殿

（申 請 者 ）
所屈・職名 創造工学部・教授

氏 名 吉田 秀典

連絡先

旦
9冷 ·, 玲

(Tel·E-mail) voshida.hidenori@kagawa-u.ac.jp 

香川大学産学連携・知的財産センター

「萌芽的研究助成金」による研究成果報告書

標記の助成金による研究等について、 下記のとおり完了しましたので報告します。

記

1 . 課題名
廃棄骨魚由来の吸着材の高性能 ・ 高機能化に関する 研究

2. 研究 等 の経過及び成 果
(1)はじめに

世界各地の地下水にて ヒ 素汚染が確認されてお りI)' 特に， バ ングラデシュ
などの発展途上国では ヒ 素に よ る健康被害が頻発している． こうした国々では，
将来的にわ たって人口増加が予測されるため，安全かつ十分な飲料水の確保に
は， 地下水等から ヒ 素の除去が急務であり， とりわけ， ヒ素汚染現場で安価か
つ簡易なヒ素除去技術が求められている． 現行の ヒ 素除去技術 としては， 主に
凝集法と吸着法の 2つがある． 前者は比較的安価 ではあるが， 処理施設の確保
や処理工程の複雑さなどの課題があり， 後者は簡便な ヒ 素除去技術 ではあるが，
そ のコストは 一 般に高いとされる． ヒ 素の除去に関して， 簡易さを重要視する
と吸着法が候補となり得るが， 現場での ヒ 素除去 となると， ヒ 素が単独で存在
しているわけ ではないため， ヒ 素以外の化学種が ヒ 素の吸着に影響を及ぼす可
能性がある2). そこで本研究では， ヒ 素の除去を目的とした 安価な吸着材（魚
骨由来の ヒ ドロキシアパタイト【特許6351008号】を改良）を開発すると同時
に， 他の化学種が吸着材の ヒ 素吸着性能に及ぼす影響について検討する．

(2)吸着試験（振盪試験）：試験方法
化学種未混入（ ヒ 素(As)単体）の場合の他に，化学種を1種類混入した 場合，

そして， 実際の ヒ 素汚染現場における水質を想定して化学種を複数種混入した
場合について， 開発した 吸着材 （高機能魚骨由来の ヒ ドロキシアパタイト，

4
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産学連携・知的財産センター活動報告 
 
 
◆各種メディアによる広報活動 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◆香川大学における共同・受託研究実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 名  称 備   考 
百十四銀行関連 （財）香川経済研究所「調査

月報」 
毎月 1 件の研究シーズ掲載 

香川銀行関連 香川ニュービジネスクラブ事

務局「KNBC NEWS」 
毎月 1 件の研究シーズ掲載 

セミナー関連 
 

ビジネス香川 産学連携・知的財産センターセミナー等の掲載 
月刊誌（朝日新聞、日本経済新聞折り込み） 

技術交流協力会 総会 

(議１)参考資料 3 

令和３年６月２８日 
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◆発明届出件数の年度別推移

区分 H27 H28 H29 H30 H31-R1 R2 合計 

機関帰属 26 34 21 31 21 22 155 

個人帰属 2 2 3 3 0 1 11 

合計 28 36 24 34 21 23 166 

＊機関帰属（大学が権利を承継）、個人帰属（大学が権利を非承継）

◆国内特許等出願件数の年度別推移
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区分 H27 H28 H29 H30 H31-R1 R2 合計 

特許単独出願 12 9 3 20 9 3 56 

特許共同出願 15 24 14 11 11 9 84 

意匠単独出願 0 

意匠共同出願 1 2 3 

商標単独出願 1 1 

商標共同出願 1 1 2 

品種単独出願 1 1 

品種共同出願 0 

合計 28 33 17 31 23 15 147 

◆外国特許等出願件数の年度別推移

区分 H27 H28 H29 H30 H31-R1 R2 合計 

PCT 出願 4 9 15 4 14 8 54 

PCT 出願後国内移行 25 19 12 29 24 10 119 

パリ条約ルート出願 1 0 0 0 1 

直接出願 0 1 0 1 

合計 29 29 27 33 39 18 175 

＊ＰＣＴ出願後国内移行は、日本国内移行も含む。  ＊直接出願は、米国仮出願も含む。
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◆知的財産評価専門委員会の開催状況

回数 開 催 日 議案（件） 報告（件） 備 考

第 339回 令和 2年 4月 15 日 5 36 

第 340回 令和 2年 5月 20 日 10 12 

第 341回 令和 2年 6月 2日 1 メール審議

第 342回 令和 2年 6月 10 日 4 22 

第 343回 令和 2年 6月 29 日 1 メール審議

第 344回 令和 2年 7月 8日 7 18 

第 345回 令和 2年 7月 29 日 4 18 

第 346回 令和 2年 8月 4日 1 メール審議

第 347回 令和 2年 8月 19 日 1 メール審議

第 348回 令和 2年 9月 9日 7 36 

第 349回 令和 2年 9月 11 日 2 メール審議

第 350回 令和 2年 10 月 7日 2 30 

第 351回 令和 2年 10 月 9日 1 メール審議

第 352回 令和 2年 10 月 29日 2 メール審議

第 353回 令和 2年 11 月 11日 9 37 

第 354回 令和 2年 11 月 12日 1 メール審議

第 355回 令和 2年 11 月 26日 2 メール審議

第 356回 令和 2年 11 月 27日 1 メール審議

第 357回 令和 2年 12 月 9日 8 19 

第 358回 令和 2年 12 月 17日 1 メール審議

第 359回 令和 3年 1月 6日 1 メール審議

第 360回 令和 3年 1月 13 日 3 29 

第 361回 令和 3年 2月 10 日 9 27 

第 362回 令和 3年 2月 18 日 1 メール審議

第 363回 令和 3年 3月 10 日 11 17 

◆産学連携・知的財産センターセミナー

回数 日時・場所 講演題目 講師・所属 参加者数

第 1回 令和 2年 5月 18日 

Zoom を使用した遠隔

講演 

香川大学大学院「知的財産セミ

ナー（入門編）」

辻丸 光一郎 氏

（辻丸国際特許事務所 弁理士、

香川大学客員教授）

48名 

13



技術交流協力会総会

議題資料2

令和3年6月 28 日

香川大学産学連携・知的財産センタ ー技術交流協力会
令和2年度 収支決算書

令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 3 1 日まで）

取 入 � 出

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額
会費収入 2,064,000 人 486,263 

個人会員会費 (7人） 14,000 事務補助員雇用費等 486,263 
法人会員会費 (37社 41 口） 2,050,000 

事業費 520,858 
研究発表会費 12,000 

補助金収入 Q 学会補助費
交流グルー プ研究会活動費 151, 091 
資料費 26,400 

雑収入 ft 什器・備品費 4,800 
受取利息 8 印刷・通信費 26,567 
その他 ゜ 消耗品費

旅費・交通費
会議・会場費

畢業収入 Q 萌芽的研究助成金 300,000 
研究発表会・講演会 ゜

工場見学会・セミナー ゜ 雑費 直
その他 ゜ 手数料関係 8,888 

予備費 Q 

前年度よりの繰越金 618、770 次年度への繰越金 1,666,769 

合 計 2,682,778 合 計 2,682,778 

監査の結果、 上記のとおり相違ありません。

令和3 年じ月疇日

監査 素ぅ胃屈,%）
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収　 　入 支　 　出
勘　定　科　目 金　額 勘　定　科　目 金　額

会費収入 2,118,000 人件費 590,000
個人会員会費(9人) 18,000 事務補助員雇用費等 590,000
法人会員会費(39社42口) 2,100,000

事業費 870,000
研究発表会費

補助金収入 0 学会補助費
交流グループ研究会活動費 500,000
資料費 30,000

雑収入 100 什器・備品費 0
受取利息 100 印刷・通信費 40,000
その他 0 消耗品費

旅費・交通費
会議・会場費
萌芽的研究助成制度寄附 300,000

事業収入 0
研究発表会・講演会 0
工場見学会・セミナー 0 雑費 10,000
その他 0 手数料関係 10,000

予備費 0

前年度よりの繰越金 500,392 次年度への繰越金 1,148,492

2,618,492 2,618,492

香川大学産学連携・知的財産センター技術交流協力会

令和2年度　収支予算書

(令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで)

合 計 合 計

技術交流協力会 総会

（議２）参考資料１
令和３年６月２８日
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香川大学産学連携・知的財産センター　技術交流協力会　役員(案)

【令和３年度】 【令和２年度】

会　長　　　間島　賢治 (一社)香川経済同友会　代表幹事

副会長　　　　河井　治信 香川県産業技術ｾﾝﾀｰ　所長

永冨　太一 香川大学産学連携・知的財産ｾﾝﾀｰ　ｾﾝﾀｰ長

幹　事　大谷　誠一 (一社)香川経済同友会　事務局長　

内田　俊生 香川大学産学連携・知的財産ｾﾝﾀｰ 知的財産部門長兼産学官連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

梶谷　孝啓 香川大学産学連携・知的財産ｾﾝﾀｰ 産学官連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

理　事　　　　　　　　　大西　玉喜 四国電力(株)　執行役員香川支店長

西牧　世博 四国旅客鉄道(株)　代表取締役社長

清水　英範 (株)四国総合研究所　代表取締役 専務取締役　

野口　真児 (株)タダノ　技術研究所長

住田　博幸 (株)レクザム香川工場　取締役副社長　生産本部長

岡田　吉郎 アオイ電子(株)　取締役　第１技術本部長

森田　紘一　 (株)合田工務店　代表取締役社長

上原　英幹 大倉工業(株)　取締役　合成樹脂事業部長　兼 Ｒ＆Ｄセンター担当

濱田　敏広 香川県商工労働部　産業政策課　主幹

監　査　　　　　合谷　祥一 ← 兼平　重和 (株)テクノネットワーク四国 代表取締役社長

末澤　保彦 (公財)かがわ産業支援財団　参与（兼）地域共同研究部長

顧　問　　　　浜田　恵造 香川県知事

原　伸幸 ← 土橋　秀義 四国経済産業局長

丹羽　克彦 ← 小林　稔 四国地方整備局長

筧　善行 香川大学長

泉　雅文 香川県商工会議所連合会長

岡井　覚一郎 日本政策投資銀行四国支店長

参　与　　　　合谷　祥一 ← 兼平　重和 (株)テクノネットワーク四国 代表取締役社長

原市　聡 (独)産業技術総合研究所四国センター所長

近藤　清志 香川県商工労働部長

松本　信二 (株)百十四リース　代表取締役社長

蒲生　欣史 トモニリース(株)　代表取締役社長

野﨑　武司 香川大学教育学部長

三野　靖 香川大学法学部長

佐藤　忍 香川大学経済学部長

上田　夏生 香川大学医学部長

末永　慶寛 香川大学創造工学部長

深井　誠一 香川大学農学部長

原　真志 香川大学大学院地域マネジメント研究科長

技術交流協力会 総会

議題資料３
令和３年６月２８日
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令和３年度 事業計画（案） 

 
１．技術交流グループ研究会の開催支援 

・グループ研究活動       １グループ２回程度の開催を予定 
 

・技術交流グループ数      ９グループ        【参考資料１】 
     ・会員企業と大学とのより密接な連携により共同研究を活発化させるために 

企業様の要望する特定のテーマ等について、期間を限定した研究会活動を 
推進する。この目的のための技術交流グループを予算の枠内で必要に応じて

設立していきたい。 
     

・技術交流グループの活動費   １グループあたり原則として年間１５万円  
              
２．技術交流協力会講演会 

・技術交流グループによる講師招聘の講演会開催  １０回程度 
          

３．その他共催事業など 
・学会などとの合同講演会 

 
４．産学連携・知的財産センターが実施する萌芽的研究助成制度への支援 
５．産学連携・知的財産センターのセミナーの後援 

・年間２回程度の開催を予定 
       
６．研究会参加者アンケートの集計               【参考資料２】 
  ・会員のニーズを知り活動を活性化させるため、研究会の参加者にアンケートの協力

をお願いしている 
 
７．その他 

・産学連携・知的財産センターが主催、共催する各種会議、セミナーなどの支援 
・メールマガジン「KING 通信」を毎月初に配信し、香川大学に関連する情報を 

会員へ伝える 
・技術交流協力会のホームページ運営 

  ・各種公的機関の助成金等の公募案内や申請に対する相談の受付 
・萌芽的研究助成制度の案内と積極的活用のための支援 

 

技術交流協力会 総会 

議題資料４ 
令和３年６月２８日 
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技術交流協力会 総会
(議4)参考資料1
令和３年６月２８日
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研究会参加者アンケートの集計 

 技術交流協力会の活性化の参考にするため、研究会後に下記のようなアンケートのご協力を

お願いしている。下記は令和２年度研究会３回分の集計。（３回分参加者６８名、内回答者２

９名、回答率４３％） 

問１．この催しを何で知りましたか。 

・産学連携・知的財産センターからのメールやＦＡＸ・・・ １

・産学連携・知的財産センターのホームページ ・・・・・  ０

・その他(共催団体からの案内など)・・・・・・・・・・・２９

問２．本日の講演会はいかがでしたか。 

・興味深い内容で参考になった。また参加したい・・・・・３２

・期待はずれだった（どのようなところが？ ・・・・・・  ０ 

・無回答 ・・・・・・ ０ 

問３. 今後どのようなテーマでのセミナーや講演会を希望されますか。 

（複数回答、各分野上位を記載） 

建設関連 ・防災・危機管理関連…９，水圏環境問題(海洋･河川･ため池)…２

  情報通信関連  ・信頼性工学…７，移動通信技術…７

  機械技術関連  ・画像処理技術…６，品質管理…６

  材料技術関連  ・分子工学…１

  生物化学・医学系 ・生物環境・生体機能…５，生産環境生態…４

  経営・法務・教育系・リスクマネジメント…１５

その他  ・産学連携…６

問４．ご希望、ご意見

・地域の課題解決にオープンイノベーションの考え方を適用する基調講演は非常に有意義でした。

これは会社の意見ではなく私の個人的な意見ですが、香川や高松をもっと魅力あふれた地域にして

いきたいと考えています。そのためには、「シリコンバレーのように誰もが集まれる場所」を作っ

たり、「チャレンジを許容する県民性」を育んだり、「産学民それぞれが協力する仕組みづくり」が

重要だと思います。上記のようなイベントやセミナーがあれば、また声をかけていただければと思

います。

・技術者としてはデザインよりも実用性を重視しがちではあるが、デザインから経営にアプローチ

することの重要性が理解できた。

・すごく学術的でわかりやすかったです。このような勉強会があることを知らなかったので、HP
などを見て興味があるものに参加したいと思いました。

技術交流協力会 総会 

(議４)参考資料２ 
令和３年６月２８日 
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収 入 支 出
勘　定　科　目 金　額 勘　定　科　目 金　額

会費収入 2,118,000 人件費 450,000
個人会員会費(9人) 18,000 事務補助員雇用費等 450,000
法人会員会費(39社42口) 2,100,000

事業費 1,780,000
研究発表会費

補助金収入 0 学会補助費
交流グループ研究会活動費 500,000
資料費 30,000

雑収入 10 什器・備品費 0
受取利息 10 印刷・通信費 40,000
その他 0 消耗品費

旅費・交通費 10,000
会議・会場費
萌芽的研究助成制度寄附 1,200,000

事業収入 0
研究発表会・講演会 0
工場見学会・セミナー 0 雑費 10,000
その他 0 手数料関係 10,000

予備費 0

前年度よりの繰越金 1,666,769 次年度への繰越金 1,544,779

3,784,779 3,784,779

香川大学産学連携・知的財産センター技術交流協力会

令和3年度　収支予算書(案)

(令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで)

合 計 合 計

技術交流協力会 総会

議題資料５
令和３年６月２８日
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